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74回生大学入学共通テストまであと 99日                   発行  夢野台高等学校 

                                                      進路指導部  

 

 

74回生が受験する大学入学共通テス

トまで100日を切りました。その受験に

関して新型コロナウイルス感染症対策の

ガイドラインが大学入試センターより公

表されましたので、その概要をお知らせ

します。公表された内容からの抜粋です。 

 

「受験生に対する要請事項」として以下のような内容が記載されています。 

 
 

 N A V I G A T I O N  

― 進路指導部便り ―  第６号      2021年 10月８日 

          2019年 4月 8日 

令和4年度大学入学共通テスト 

新型コロナウイルス感染症対策に

ついて 

①感染防止のための注意事項  

日頃から感染防止について心がけるとともに、朝などに体温測定を行い、

体調の変化の有無を確認すること。  

②医療機関での受診  

試験日の２週間程度前から発熱・咳等の症状がある受験生はあらかじめ医

療機関での受診を行うこと。  

③受験できない者  

新型コロナウイルス感染症に罹患し、試験日に入院中又は自宅や宿泊施設

において療養中の者は受験できないこと。なお、大学入試センター及び各

大学は、新型コロナウイルス感染症に罹患していないことの証明や新型コ

ロナワクチンの接種を、 受験要件にしないこと。 発熱・咳等の症状がな

い無症状の濃厚接触者については、下記ⅰ～ⅳで示す条件のもと、各大学

の判断により、受験できる場合があることから、受験予定の大学に問い合

わせて受験の可否を確認すること。 

④受験の取り止め  

大学入試センターと各大学は、新型コロナウイルス対応の専用ホームページ

などを通じて、追試験等の実施方法や日時等に関する情報を提供しつつ、試

験の前から継続して発熱・咳等の症状のある受験生は、当初予定していた日

程ではなく、追試験等の受験を検討すること。  

⑤試験当日における対応  

発熱・咳等の症状のある受験生は、試験当日の検温で、３７．５度以上の熱

がある 場合は受験を取り止め、追試験等の受験を検討すること。また、３７．

５度までの熱はないものの、発熱や咳等の症状のある受験生は、その旨を試

験監督者等に申し出ること。 症状の有無にかかわらず、各自マスク（何らか

の事情によりマスクの着用が困難な場合は、あらかじめ受験する大学に相談

すること）を持参し、試験場では、昼食時以外は常に着用すること。休憩時

間や昼食時、入退場時等における他者との接触、会話を極力控えること。  

⑥試験当日の服装、昼食  

試験当日、試験室の換気のため窓の開放等を行う時間帯があるため、上着な

ど暖かい服装を持参すること。また、試験場で食堂の営業等は行わないため、

昼食を持参し、あらかじめ指示された時間内に自席で食事をとること。 また、

食事を取り終えた後は、速やかにマスクを着用すること。  

⑦予防接種  

他の疾患の罹患等のリスクを減らすため、各自の判断において予防接種を受

けておくことが望ましいこと。  

⑧「新しい生活様式」等の実践  

日頃から、「三つの密」の回避や、「人と人との距離の確保」、「マスクの着

用」、「手洗いなどの手指衛生」をはじめとした基本的な感染症対策の徹底を

行うとともに、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、睡眠など、体調

管理に心がけること。  
 

○試験場における感染拡大を防止し、受験者自身が安心して受験できる環境

を確保していくため、試験場では常に鼻と口の両方を確実に覆うようマスク

を正しく着用することなどの試験場における適切な行動や、発熱・咳等の症

状があるなど、体調不良の場合の対応など、あらかじめ受験者に要請してお

くべき事項については、大学入試センターから受験票とともに送付する「受

験上の注意」やホームページにおいて、あらかじめ周知する。 
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 大事な点は、まず何よりも体調をしっかりと整えるということです。しかし、濃厚

接触者になってしまうこともあり得ます。その場合は、受験大学に申し出た上で受験

する大学の判断を仰ぎましょう。 

また、大学入学共通テストの追試験の受験許可単位については、次のように記載さ

れています（受験会場（大学）への要請）。 

  

受験が始まっていても、体調が思わしくなくなった場合は、無理をせず、追試験の

申請をして万全の体調で試験に臨みましょう。 

 

 

 

7月に行った2年生対象の「職業人に聞く」

では、川崎重工業からも講師をお招きしまし

たが、その川崎重工業が神戸市と連携して左

記のイベントを開催します。7月に第 1回が

開催され、参加した高校生たちの感想は、

「有意義なイベントだった」「いろいろな人の意見を聞いて気づきがあった」など、

刺激的なイベントであったようです。みなさんも参加してみてはいかがですか。以下

に内容を紹介します。関心のある人は、進路指導部まで。 

○ 保健所から濃厚接触者に該当するとされた受験者のうち、無症状の者について

は、 以下のいずれの要件も満たしている場合には、受験が認められることから、

受験を希望する場合には、令和 4 年 1 月 14 日（金）の午前10 時までに受

験を予定している試験場の大学に申し出ること。  

 

 ⅰ) 初期スクリーニング（自治体又は自治体から指示された医療機関が実施する

ＰＣＲ等の検査（行政検査））の結果、陰性であること 

  ※ 検査結果が判明するまでは受験はできないため、その場合は追試験の受験

申請をすること。  

ⅱ) 受験当日も無症状であること  

ⅲ) 公共の交通機関（電車、バス、タクシー、航空機（国内線）、旅客船等）を

利用せず、かつ、人が密集する場所を避けて試験場に行くこと  

ⅳ) 終日、別室で受験すること 

 

共通テストにおいては、追試験の受験許可の単位は、原則として２日分又は１日

分の教科・科目としているが、１日目又は２日目において、当該試験日に一つの

教科・科目でも受験した者についても，当該試験日に体調不良を申し出た場合（明

らかに激しい咳を何度もしていることなど、当該受験者の症状が他の受験者に影

響があると監督者において判断し、受験を中断した場合を含む。）は、体調不良

を申し出た時点で終了していない試験時間帯以降（解答開始後に体調不良を申し

出た場合は、次の試験時間帯以降）の教科・科目を対象として追試験の受験申請 

ができることとすること。 なお、チェックリストの項目に該当した受験者が１日

目に追試験の受験申請をした場合、併せて２日目についても、追試験の受験申請

をさせること。 

「Ocean's 17 2nd event」 

開催のお知らせ 

～私の推し？・・・やっぱ神戸の水素かな～ Ocean's 17 2nd eventを開催

します 

 

神戸市では、海洋産業の振興や、海洋人材の育成の取り組みを進めるため、次

代を担う若い世代を対象に、神戸の海を舞台にした職業に触れることが出来る様

々なイベントの開催に取り組んでいきます。 

 今回、川崎重工業株式会社と連携し、高校生を対象とした神戸の海洋人材育成

プログラムの第2弾として『Ocean’s 17 2nd event』を開催します。今回

の SDGs のテーマは「7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに」。ぜひ、

この機会に神戸の海洋産業や水素社会への取り組みについて学んでみてくださ

い。 

 

1.プログラム概要 

・開催日時：令和3年10月31日（日曜日） 13時30分～17時00分頃 

・開催会場：神戸空港団体待合室 C室 

  （ポートライナー神戸空港駅 降りてすぐ） 

・プログラム 

13時00分 開場、受付 

13時30分 開会 

 川崎重工業株式会社 

 ・ワークショップ1（水素の可能性） 

 ・ワークショップ2（防熱技術を実感） 

15時45分  

 神戸空港島液化水素荷役基地見学 

17時00分 閉会 

  

 


